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区 民 委 員 会 報 告 資 料

令和３年９月２８日

件 名 審議会等における女性委員比率について 

所 管 部 課 名 地域のちから推進部 多様性社会推進課 

内 容 

足立区男女共同参画社会推進条例（第１２条）に基づき、附属機関と

して設置する審議会等の女性委員比率の向上の取組み結果について、以

下のとおり報告する。 

１ 審議会等における女性委員の現状について 

（１）審議会等の女性委員数と割合（休会中の審議会等除く）

令和３年：女性委員比率３５．１％（昨年度比 ±０％）

【女性委員比率に大きな改善があった審議会等】 

地域密着型サービス等事業者選定審査会 

３３．３％（Ｒ２）→ ５０％（Ｒ３） 

（２）出身母体に女性が少ない（１５％以下）審議会等を除く参考値

３９．５％

女性委員比率１５％以下の審議会 主な出身母体 

防災会議 
警察・消防等各行政機関・地域団体の長 

国民保護協議会 

公害健康被害認定審査会 呼吸器系内科医師、足立区医師会等 

足立区検診業務調査委員会 がん検診業務に関する学識経験者 

柔道整復療養費案件調査委員会 柔道整復に関する学識経験者 

（３）女性委員が４０～６０％の審議会等（詳細は別紙１参照）

全体の４３．９％（２５／５７審議会）

（４）女性委員が３０％未満の審議会等（詳細は別紙２参照）

全体の１９．３％（１１／５７審議会）
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（５）委員の託児状況について

委員に対して託児の需要を確認している審議会等の割合

全体の４９．１％（２８／５７審議会）

２ 各年度の目標値（現在の達成率） 

（１）令和３年度目標 ３６％ （目標達成率 ９７．５％）

（２）令和６年度目標 ４０％ （目標達成率 ８７．８％）

３ 各所管における女性委員比率向上への取組み 

（１）前任の委員からの推薦がある際は女性委員の推薦を依頼する。

（２）推薦団体に直接出向き、団体の代表等に説明を行う。

４ 今後の取組み 

（１）委員比率が男女で偏らないよう、女性委員の割合が４０～６０％

となるよう適正値を周知していく。 

（２）委員の改選時や委員推薦の際に、審議会の母体となる団体等に対

し、所管課を通じて女性委員選出を依頼する。 

（３）審議内容等をふまえ、令和６年までに改善が見込まれる、または

改善を求める必要のある審議会に対し、所管課と連携し、出身母体 

への働きかけを強めていく。 

（４）審議会の母体の状況や審議内容等をふまえ、多様な意見が反映さ

れる審議会づくりを目指すよう、周知を行っていく。 

問 題 点 

今 後 の 方 針 

今後は、審議会等の委員を通じて、区の施策に多様な意見が反映され

るような工夫が必要である。 

なお、女性委員比率の向上が見込まれる審議会等については、推薦の

際に女性を選出するよう、所管課を通じて関係機関に依頼する等、各審

議会等の女性委員比率のさらなる向上を図る。 
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（調査時点で停止中のもの、委員が選任されていないものを除く）

現員数 女性委員数 ％ 現員数 女性委員数 ％

1 債権等処理判定委員会 5 5 3 60.0% 5 3 60.0%

2 区民評価委員会 17 17 10 58.8% 16 9 56.3%

3 公契約等審議会 4 3 2 66.7% 4 2 50.0% 　　※

4 福祉サービス苦情等解決委員会 7 6 3 50.0% 6 3 50.0%

5 地域密着型サービス等事業者選定審査会 7 6 2 33.3% 6 3 50.0%

6 生活環境保全審議会 13 12 5 41.7% 12 6 50.0%

7 建築紛争調停委員会 6人以内 4 2 50.0% 4 2 50.0%

8 足立区子ども施設指定管理者評価委員会 6 6 4 66.7% 6 3 50.0% 　　※

9 景観審議会 17 17 7 41.2% 17 8 47.1%

10 足立区文化・読書・スポーツ推進委員会 16 - - - 16 7 43.8% -

11 民生委員推薦会 15 15 6 40.0% 14 6 42.9%

12 障害者自立支援給付審査会 30 34 17 50.0% 34 14 41.2%

13 介護認定審査会 250人以内 173 77 44.5% 173 70 40.5%

14 情報公開・個人情報保護等審査会 5 5 2 40.0% 5 2 40.0%

15 財産価格審議会 15 15 7 46.7% 15 6 40.0%

16 生涯学習関連施設指定管理者評価委員会 5 5 2 40.0% 5 2 40.0%

17
足立ブランド認定推進事業の認定に係る運営
業務委託プロポーザル選定委員会

10 - - - 5 2 40.0% -

18 足立区社会福祉法人設立認可審査会 6人以内 - - - 5 2 40.0% -

19 大気汚染障害者認定審査会 10 5 3 60.0% 5 2 40.0%

20 竹ノ塚駅公共駐車場指定管理者選定等審査会 6 5 2 40.0% 5 2 40.0%

21 佐野六木土地区画整理審議会 10 10 4 40.0% 10 4 40.0%

22 建築審査会 5 5 2 40.0% 5 2 40.0%

23 老朽家屋等審議会 15人以内 10 4 40.0% 10 4 40.0%

24 足立区いじめ等問題対策委員会 5 5 2 40.0% 5 2 40.0%

25 育英資金審議会 10 10 4 40.0% 10 4 40.0%

※女性委員の数が昨年度６０％を超えていたが、今年度は４０～６０％に是正されているものは【↑】と表示。

計　25／57　　全体の43.9％

女性委員が40％以上60％以下の足立区各種審議会・委員会等 （別紙１）
各年4月1日現在

委員会名
規定された
委員数

Ｒ２ Ｒ３
昨年度比
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（調査時点で停止中のもの、委員が選任されていないものを除く）

現員数
女性委
員数 ％ 現員数

女性委
員数 ％

1 国民健康保険運営協議会
推薦団体に女性が

少ない。
21 21 6 28.6% 21 6 28.6%

2 文化財保護審議会
推薦団体に女性が

少ない。
12 8 2 25.0% 8 2 25.0%

3 経済活性化会議
推薦団体に女性が

少ない。
30人以

内
19 4 21.1% 12 3 25.0%

4 成年後見制度審査会
公証人に女性が少

ない。
10 4 1 25.0% 4 1 25.0%

5 環境基金審査会
推薦団体に女性が

少ない。
9 9 4 44.4% 9 2 22.2%

6 地域包括ケアシステム推進会議
推薦団体に女性が

少ない。
50 31 5 16.1% 31 5 16.1%

7 防災会議
推薦団体に女性が

少ない。
70 66 6 9.1% 66 9 13.6%

8 国民保護協議会
推薦団体に女性が

少ない。
70 66 6 9.1% 66 9 13.6%

9 公害健康被害認定審査会
呼吸器系の医師に
女性が少ない。

15 12 1 8.3% 12 1 8.3%

10 足立区検診業務調査委員会
がん検診業務に関
する女性の学識経
験者が少ない。

3 3 0 0.0% 3 0 0.0%

11 柔道整復療養費案件調査委員会
柔道整復に関する
学識経験者に女性

が少ない。
3 3 0 0.0% 3 0 0.0%

１　女性比率が低い理由

　全体的に推薦団体や、専門的な分野に女性が少ないという理由が多い。

２　数字に変動があった審議会等

（１）女性比率が向上した審査会

・ 経済活性化会議

・ 防災会議

・ 国民保護協議会

（２）女性比率が下がった審査会

・ 環境基金審査会

計　11／57　 　全体の19.3％

女性委員が30％未満の足立区各種審議会・委員会等 （別紙２）

各年4月1日現在

委員会名
（女性比率が低い理由）

女性比率が低い
理由

規定され
た委員数

Ｒ２ Ｒ３
昨年度比
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区 民 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年９月２８日 

件 名 足立区文化・読書・スポーツ分野計画の進捗状況について 

所管部課名 
地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課、生涯学習支援課、３分

野連携担当課、スポーツ振興課、中央図書館 

内 容 

 「足立区文化芸術推進計画」「足立区読書活動推進計画」「足立区運

動・スポーツ推進計画」（以下、「３分野計画」）の推進にあたり、足

立区文化・読書・スポーツ推進委員会（以下、「推進委員会」）を以下

のとおり開催した。 

１ 第３回推進委員会について 

（１）日程

令和３年８月２７日（金）

（２）主な内容

ア 第３回部会（令和３年７～８月）における意見の共有について

別紙３のとおり

イ 各部会における助言の共有について

別添資料１のとおり

問 題 点 

今後の方針 

庁内の関係所管で検討の上、年度末を目途として推進委員会からの助

言に対する回答をまとめ、ＰＤＣＡサイクルに基づく施策展開を図って

いく。 
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文化・読書・スポーツ推進委員会の第３回部会における主な意見 

文化芸術部会（8/4） 読書部会（7/30） 運動・スポーツ部会（7/26） 

所管課との

意見交換 

１ 足立区の文化的な魅力を効果的に情報発信する（施策4-1） 

・ ミニコミ紙の活動指標が５０万部となっているが、区民にどう

届き、どういう成果（講座の参加 率など）を上げているかと

いう点は把握しているか？

・ ミニコミ紙のデザイン性が良くないので、講座への導入を増や

すためにもっと視覚的に訴えるものを作るべきではないか？

・ 高齢者にはホームページからの講座申込が難しいため、申込画

面などのチェックをしていくべきではないか。

・ プラットフォームをどうイメージし、どうなろうとしているの

か読み取りづらい。他自治体と比較できる目標があると良いの

ではないか。

２ 連携及び交流の機会を充実し、文化芸術の推進を図る（施策4-2） 

・ 自発的な集まりができるプラットフォームというのは素晴らし

いが、実施は大変だと思う。何かアイディアはあるのか？

・ 足立区はクラシックな部分と新しい部分が分かれている印象が

ある。この二極化した分野をつなげるものがあると良いのでは

ないか。

・ 文化芸術の捉え方も所管によって違うため、概念図のようなも

のがあると分かり易いのではないか。

・ プラットフォームは、区民同士が交流する場を区が主催する行

政主導のものなのか？

・ アーティストと施設管理者との交流会があればまさにプラット

フォームとして発展していくのではないか。

３ その他意見 

・ 各事業の令和２年度の達成度において、コロナ禍で行ってきた

オンラインなどの良い取組みが評価されていないので、評価の

方法や指標を修正する必要がある。

・ 文化村では、東急線沿線に住んでいる人たちが、「自分たちは文

化的なエリアに住んでいる」という誇りを持ってもらうために、

何ができるかを考えている。

・ 足立区の社会課題の解決のために、文化というツールをどう活

用していくのか考えていく必要がある。

・ アーティストや文化人は、コロナや緊急事態宣言をどう捉えて

どうすれば自分たちの文化活動を守れるのかを考えることも一

つの使命だと思っている。

・ コロナ禍でどのような対策を取ればみんなが安心して楽しめる

のかを考えること自体も文化活動だと思う。

・ 大変な状況ではあるが、その時代とか社会状況に応じて、発信

するべき文化活動は常にある。

１ 乳幼児が本に親しむ機会の充実（施策1-1） 

・ 「あだちはじめてえほん」事業以外にも、図書館に来ない方や来られな

い方に対して、本に親しむ機会を提供する事業を検討してほしい。

・ 「あだち絵本シアター」で作成した動画の配信について、二次利用が出

来るようになると発展性が広がっていく。

２ 子どもや保護者に読書の楽しさや大切さを伝える啓発活動と情報発信 

（施策1-4） 

・ 対面で実施してきた事業について、オンライン化または対面とオンライ

ンのハイブリッド化をすることで、これまでと同等かそれ以上の成果が

上がる可能性がある。色々な実施方法を検討してほしい。

・ 他の自治体で、大人のみ対象の絵本の読み聞かせを実施し、好評だった

との話を聞いた。このような新しい形の取り組みも研究してみてはどう

か。

３ 読書活動推進のための多様な連携と協創の推進（施策3-2） 

・ 分野間連携事業は、各分野のプロや専門家の協力や意見を得ながら、は

じめは数をもっと多く揃え、そこから取捨選択するという考え方がよ

い。

・ 図書館と生物園の連携イベントは斬新でよかった。今後は、ギャラクシ

ティや都市農業公園、郷土博物館等との連携も検討しながら、読書活動

に結びつく種をまく仕組みに取り組んでほしい。

・ 食・健康と本・読書は親和性が高いので、これらに関連した区民の興味

が沸くテーマでの事業ができたら面白い。

４ その他意見 

（１）学校図書館について 

・ 新型コロナウイルス感染症対策として学校図書館を閉鎖するならば、

その対策での「調べ学習用図書資料配送サービス」の実施が重要にな

ってくる。

・ 図書の貸し出しや管理の方法を工夫すれば、感染症対策のための閉鎖

をせずに、学校図書館の利用継続が可能ではないか。

（２）梅田八丁目複合施設について 

・ 静寂とにぎやかな空間の比率は、従来の図書館の考え方とは違う基準

で考えた方が良い。その意味で、ゾーニングを分けることは必須。ま

た、静寂でない空間をどのような音で満たすのかも大事になる。最初

から静かでないようにしてしまうことで、ここがおしゃべりして良い

空間だと伝えられる。

・ 「ちょいスポ」や「ちょいカル」等の事業も行うのならば、図書館内

のスペースをいかに有効に使うかが重要。図書館の一部を多目的に使

える工夫をすれば、１つの施設をいつも賑やかな空間にできる。

１ だれもが運動・スポーツを「する」「みる」機会の充実（施策1-2） 

・ コロナ禍を踏まえ、「みる」機会を増やすために、対策を取りながら

できる範囲で事業を継続してほしい。

・ 「スポーツ広場」など、親子で参加できるような事業で、体験できる

競技メニューを増やし、新しい競技を「みる」・「する」機会も増やし

ていくことを検討してみてはどうか。

・ 障がい者や外国人には公的な情報が届きにくいため、きめ細かな情報

発信を心掛けてほしい。特に障がいのある方は、様々な情報を収集す

る場として、スポーツコンシェルジュを活用してほしい。

２ 身近な場所における運動・スポーツの推進（施策2-1） 

・ 身近な利用場所である公園の情報発信にあたり、コンセプトや健康遊

具の有無等、用途に応じた情報発信を強化すべきではないか。

・ 舎人地域をモデルとして、一定地域の公園の特徴をまとめて紹介した

ことが、好評だったと伺った。近隣にある公園をエリアで見える化で

きるよう情報を整理して発信する手法は、今後の公園改修に合わせて

対応していってほしい。

・ 子どもの公園利用にあたり、見守りと遊び方を教えることをセットに

した有償の人員配置をしてはどうか。

・ スポーツの入口となるようなつながりを定期的に公園で行える仕組み

づくりを検討してみてはどうか。

３ 協働・協創による他分野との連携の仕組みづくり（施策2-2） 

・ 保育や学童において、スポーツや読書の要素はあるが、文化芸術分野

の要素が不足しているように見受けられる。三分野連携を、教育を含

め全区的に推進していくべきではないか。

・ 地域スポーツミーティングは、共生社会の構築のプラットホームとし

て、子どもやスポーツクラブの指導者にも参加していただきたい。

・ コロナ禍で、民間スポーツジムも独自のイベントなどができていな

い。施設の工事時にプールやスタジオを提供することや、指導員の派

遣など、区の事業に協力する人や場所の提供が可能なため、民間との

連携や情報の共有化を図る仕組みを検討してみてはどうか。

４ その他意見 

・ アフターコロナを踏まえ、今のうちから事業の準備を進めていってほ

しい。

・ 共生社会の先進国であるオランダは、障がい者に対し、どうしたらハ

ンデがあっても参加できるかを考えてくれており、考え方そのものが

日本とは違う。せっかくオランダ連携をスタートさせたのだから、今

後も継続した交流を続けてほしい。

別紙３ 
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区 民 委 員 会 報 告 資 料 

 令和３年９月２８日 

件 名 文化・読書・スポーツに関するアンケート調査の実施について 

所管部課名 
地域のちから推進部生涯学習支援室地域文化課、生涯学習支援課、３分野連

携担当課、スポーツ振興課、中央図書館 

内 容 

 足立区文化・読書・スポーツ分野計画（以下、「３分野計画」。）の中間

検証（令和４年度）に向けた基礎調査として、文化・読書・スポーツに

関するアンケート調査を実施する。 

１ 調査のポイント 

・ 文化・読書・スポーツの各分野における関心や行動の実態と、関心

喚起や行動変容のきっかけや課題を把握する。

・ ３分野計画の成果指標の中には、本アンケートのみで３年毎に経年

変化を把握するものが複数ある。

・ ３分野同時にアンケートを実施することで、各分野の関心・行動の

度合いのほか、分野連携施策に活用するための実態を把握する。

２ 調査対象・調査方法 

№ 対象者 配付数 調査方法 

１ 16歳以上の一般区民 8,000件 
郵送にて配付・

回収 

２ 
区立小学校（一部）に在籍する 

小学５年生の保護者・児童 
約 640件 

学校を通じて 

配付・回収 
３ 

区立中学校（一部）に在籍する 

中学１年生の保護者・生徒 
約 750件 

【参考】平成３０年度アンケート回答率等 

№ 配付数 有効回答数 有効回答率 

１ 8,000件 2,842件 35.5％ 

２ 625件 541件 86.6％ 

３ 721件 550件 76.3％ 

３ 質問票の主な項目 

継続 
・ 文化・読書・スポーツ分野に対する関心

・ 文化・読書・スポーツ分野における行動の実態

新規 
・ 新しい生活様式の影響、オンラインの活用実態

・ 分野間連携  など 

４ 今後のスケジュール 

  令和３年 ９月  調査票の印刷・送付準備、学校への説明 

１０月  アンケート実施

問 題 点 

今後の方針 

令和３年度中に調査結果をまとめ、令和４年度の中間検証の基礎資料と

して活用していく。 
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区 民 委 員 会 報 告 資 料 

  令和３年９月２８日 

件 名 高野小学校跡地スポーツ施設基本計画の進捗等について 

所管部課名 地域のちから推進部 生涯学習支援室 スポーツ振興課 

内 容 

高野小学校跡地スポーツ施設基本計画の進捗等について、以下のとお

り報告する。 

また、７月に追加実施した、高野小学校跡地スポーツ施設に関する 

アンケート結果についても併せて報告する。なお、質問項目は前回

（３月）と同一となる。

１ 高野小学校跡地スポーツ施設基本計画（案）等について 

（１）基本計画について

ア 構成案

（ア）計画地の位置と概要

（イ）施設の計画コンセプト

（ウ）施設の計画概要

（エ）施設計画図

（オ）アンケート調査結果

（カ）整備スケジュール

イ 要点

（ア）アンケートで把握したニーズを反映（ウォーキングコース

の設置等）

（イ）近隣の住環境への配慮

（２）主な課題

ア 建築基準法第４８条（用途規制）の許可

敷地の大部分が第一種中高層住居専用地域であるため、ス

ポーツ施設を建築するためには地域の良好な住環境を害さない 

と認められなければならない。そのため、基本設計で作成する 

図面及び次の（ア）～（イ）の内容を、令和４～５年度の建築 

審査会で説明する（１～２回想定）。その後、許可を受ける 

ため、審査会に諮る。 

（ア）光害及び騒音

住民の視点に立ち、住環境を害さないよう、基本設計の中

で分析及び整理する。 

（イ）近隣の理解

２回のアンケート結果などの住民意見を報告する。

イ 江北給水所上部との機能連携

都水道局へ江北給水所上部との機能連携を求めていく。
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２ 多目的広場の利用イメージ、施設計画図（案） 

  別紙４、５のとおり 

３ 今後のスケジュール 

（１）令和３年１０～１１月：近隣住民及びスポーツ団体などへ基本

計画（案）を説明 

（２）令和３年１２月：基本計画策定

（３）令和４年～５年：基本設計、建築審査会、実施設計

（４）令和６年～７年：工事

４ 高野小学校跡地スポーツ施設に関するアンケート結果 

（１）アンケート概要

（２）回答者の年代

 

前回（３月） 今回（７月） 合計 

配 布 数 

３，５１７通 

高野小学校の学区

域内にポスティング 

１，５００通 

区全域、無作為抽出

した対象者に送付 

５，０１７通 

回 答 数 
５７４件 

回答は紙のみ 

７１０件 

(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ５１４件、 

紙１９６件) 

１，２８４件 

ア 前回

   ６０代、７０代が全体

の約半数を占めた。 

イ 今回

  ３０代、４０代が全体

の約半数を占めた。 

ウ 合計

   ３０～６０代が全体の

約６０％を占めた。 
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（３）回答結果

どの問も複数回答可

合計欄下の（ ）内は回答合計に占める各回答の割合

（問１）人工芝の多目的広場ゾーンをどのように利用してみたいか 

前回 今回 合計 

時間や予約にしばら

れない自由利用 
３２３件 ２２２件 

５４５件 

（１４．４％） 

ウォーキング、ランニ

ング
３２０件 １７５件 

４９５件 

（１３．１％） 

学童向けのサッカー ９６件 ３４９件 
４４５件 

（１１．８％） 

地域交流、フリーマー

ケットなど（イベント

開催）

２４４件 １６２件 
４０６件 

（１０．７％） 

成人向けのサッカー ５９件 ２９８件 
３５７件 

（９．４％） 

運動を始めるきっかけ

となる体験教室 
１７４件 １３２件 

３０６件 

（８．１％） 

健康体操、ヨガ １８６件 １１３件 
２９９件 

（７．９％） 

運動を継続する定期

開催の教室 
１６７件 １２４件 

２９１件 

（７．７％） 

フットサル ５５件 ２３６件 
２９１件 

（７．７％） 

グラウンドゴルフ ６７件 ４６件 
１１３件 

（３．０％） 

その他 １０７件 ５０件 
１５７件 

（４．２％） 

利用する予定はない ２４件 ５１件 
７５件 

（２．０％） 

合計 １，８２２件 １，９５８件 ３，７８０件 
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（問３）主に多目的広場や建物を利用したい時間帯はいつか 

前回 今回 合計 

土日祝日の日中

（９～１６時） 
３５０件 ５７４件 

９２４件 

（２８．１％） 

土日祝日の夕方

（１６～１８時） 
１６３件 ３８６件 

５４９件 

（１６．７％） 

平日の日中 

（９～１６時） 
３２６件 ２１０件 

５３６件 

（１６．３％） 

平日の夜間 

（１８～２１時） 
１６１件 ３３７件 

４９８件 

（１５．２％） 

土日祝日の夜間

（１８～２１時） 
１００件 ３０４件 

４０４件 

（１３．０％） 

平日の夕方 

（１６～１８時） 
１３９件 ２３６件 

３７５件 

（１１．４％） 

合計 １，２３９件 ２，０４７件 ３，２８６件 

（問２）更衣室やシャワー室、トイレなどスポーツ施設管理棟を配置 

する予定。他にどのような機能・設備があると良いか 

前回 今回 合計 

日除け、休憩スペース ３５７件 ４９０件 
８４７件 

(２２．２％) 

防災機能設備（マンホー

ルトイレ、かまどベンチ） 
３３１件 ２７８件 

６０９件 

(１６．０％) 

ナイター照明 １７０件 ４１４件 
５８４件 

(１５．３％) 

健康遊具（ストレッチや

体力づくり目的の遊具） 
２９２件 ２４６件 

５３８件 

(１４．１％) 

観覧席 １００件 ２９３件 
３９３件 

(１０．３％) 

周辺環境配慮施設（緑

化、防音壁など） 
１９４件 １９４件 

３８８件 

(１０．２％) 

多目的室・会議室 １３８件 １９９件 
３３７件 

(８．８％) 

その他 ８８件 ３７件 
１２５件 

(３．３％) 

合計 １，６７０件 ２，１５１件 ３，８２１件 
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（問４）小学校からスポーツ施設に変わることについての不安点 

前回 今回 合計 

不特定多数の利用に

よる治安の問題 
２９８件 １７２件 

４７０件 

（２１．５％） 

車両の出入りによる

交通の問題 
２４５件 １９１件 

４３６件 

（２０．０％） 

大きな歓声による音

の問題 
１６１件 １５０件 

３１１件 

（１４．３％） 

災害時における避難

の問題 
１６９件 ８２件 

２５１件 

（１１．５％） 

夜間の照明による光

の問題 
７８件 ９７件 

１７５件 

（８．０％） 

その他 ４５件 １９件 
６４件 

（２．９％） 

特に不安はない １２６件 ３４８件 
４７４件 

（２１．７％） 

合計 １，１２２件 １，０５９件 ２，１８１件 

（問５）自由意見（内容で分類し、複数の回答があった主な意見を記載） 

ア 施設整備（１１４件）

・ 人工芝のグラウンドを設置してほしい

・ プールも設置してほしい

・ 防音対策

イ 多目的広場の利用方法（４５件）

・ ウォーキングしたい

・ 健康のために運動したい

・ サッカーなどの球技ができるようにしてほしい

ウ 利用者（４３件）

・ 多様な世代が利用できるようにしてほしい

・ 子どもを中心とした施設にしてほしい

・ 一人でも気軽に利用できる施設が良い

エ 施設の運用（２０件）

・ 使用料は低価格が良い

・ 夜間の利用はできないようにしてほしい

・ 飲酒・喫煙は禁止

オ その他（１３７件）

・ 災害時に利用できるようにしてほしい

・ 周辺道路の渋滞を懸念

・ 「高野」「高野小」の名前を残してほしい

問 題 点 

今後の方針 
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１ 多目的広場の利用イメージ 

２ 施設計画図（案） 

（１）管理棟

（２）全体配置計画図

別紙５のとおり

別紙４ 

障がい者、ＬＧＢＴ等への対応 

月 火 水 木 金 土 日 

9：00 

～ 

16：00 

グラウンドゴルフやヨガ、自由利用など 

（高齢者や、未就学児と保護者など） 

サッカー、フットサル、フリー

マーケットなどのイベント

（学生や社会人など）

16：00 

～ 

18：00 

サッカーやランニングなど

（学生や高齢者など）

サッカーやフットサルなど

（学生や社会人など）

18：00 

～ 

21：00 

サッカーやフットサルなど

（学生や社会人など）

サッカーやフットサルなど

（学生や社会人など）
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施設名 面積 

多目的広場 
100ｍ×78ｍ 

7,787 ㎡ 

敷地内通路･ 
歩道状空地 

2,147 ㎡ 
ウォーキングコース

（西側道路含め一周 370ｍ） 

駐車場 354㎡ 

駐輪場・屋根付 
(建築物) 

240㎡ 

管理棟兼倉庫 
(建築物) 

525㎡ 

緑化スペース等 1,960 ㎡※ 

合計 13,013㎡ 

※敷地面積の 15％（≧13％：足立区緑の保護育成条例

に基づく地上部の緑化基準）

至：江北駅 

駐車場 

駐輪場 40台 

管理棟兼倉庫 

駐輪場 60台 

第一種中高層住居専用地域 

(建蔽率 60％／容積率 200%) 

第 2種高度地区、準防火地域 

都
立
足
立
西
高
校

至：環七通り･ 

西新井大師西駅 東京都水道局 江北給水所 

Ａ 

Ａ’ 

照明 
支柱 

照明 
支柱 

照明 
支柱 

＜施設区分面積＞ 

多目的広場 

大人用サッカー 
コート

94ｍ×64ｍ（1面） 

学童用サッカー 
コート

68ｍ×50ｍ（1面） 

フットサル
コート

42ｍ×25ｍ（4面） 

準工業地域（特工） 

(建蔽率 60％／容積率 400%) 

最低限高度 7ｍ、防火地域 

照明 
支柱 

照明 
支柱 

照明 
支柱 

多目的広場 

全体配置計画図 別紙５ 

ウォーキングコース

近隣への遮音壁を兼ねる
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区 民 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年９月２８日 

件 名 クライフ財団からの寄附金の受領について

所管部課名 地域のちから推進部 生涯学習支援室 スポーツ振興課 

内 容 

１ 概要 

令和３年７月９日、ヨハン・クライフ財団とスペシャルクライフ

コートに係る協定を締結し寄附金の請求を行ったところ、８月１０

日、１９５，０００米ドルが区公金取扱金融機関に着金した。 

スペシャルクライフコートはパラリンピック開会前までに設置及

び整備を行うことで進めてきたが、周辺環境整備についても８月に

完了し、グランドオープンを迎えることができた。 

２ 入金内容 

  入金日は、金融機関に着金した翌営業日となることを公金取扱金

融機関であるみずほ銀行からは事前説明があった。 

（１）着金額 ２１，５８２，６００円

米ドル公示相場 仲値 110.68円（8月 11日）× 195,000ドル

（２）入金額 ２１，３８６，１００円

ア 仲値より－１円 109.68円（8月 11日）× 195,000ドル

イ 被仕向送金手数料 １，５００円を差引く

（３）みずほ銀行手数料額 １９６，５００円

上記（１）と（２）の差額。内訳は以下のとおり。

ア １ドルにつき１円の換算経費 １９５，０００円

イ 被仕向送金手数料 １，５００円

３ その他 

（１）上記２（３）みずほ銀行手数料額１９６，５００円については

別途歳出予算を計上し、寄附金の歳入科目へ振替予定。 

（２）寄附金は、令和２年度歳入予算として２０，０００，０００円

を計上していたが、結果として未調定となった。 

今般、入金があり前年に比べ円安傾向になっていたことから、

入金額としては、約１，３８０，０００円余の増となった。 

問 題 点 

今後の方針 
・ １２月補正で寄附金に係る予算計上を行う予定
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区 民 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年９月２８日 

件 名 「あだち電子図書館」の運用開始後の状況について 

所管部課名 地域のちから推進部 生涯学習支援室 中央図書館 

内 容 

 令和３年７月２０日に運用を開始した「あだち電子図書館」につい

て、現在の状況を報告する。 

１ 利用登録者数 

２，４２１人（８月３０日現在） 

２ 貸出冊数（運用開始日から８月３０日まで） 

（１）運用開始日をピークに、連日５０冊から１００冊前後を推移

（２）運用開始日からの累計貸出冊数は３，５７２冊

３ 貸出回数上位５０点の分野別内訳 

  導入開始後の状況については、当初の狙いどおり「子ども（幼児か

ら中学生まで）」「子育て世代」関連の貸出しが伸びている。 

226

150

115
100 101 107

0

50

100

150

200

250
運用開始日に 

最高値を記録 

50%

15%

10%

10%

15%

貸出回数上位５０点の分野別内訳【８月３０日現在】 

(５)小説・エッセイ

(４)ガイドブック

(３)育児・料理

【主に子育て世代向け】

(１)絵本・図鑑・読み物

【幼児～小学生向け】

(２)学習関連・ライトノベル

【主に中学生向け】
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４ 貸出回数上位５点（８月３０日現在） 

  絵本（うごくえほんを含む）のほか、料理関連書籍など子どもや

保護者向けの書籍の貸出しが進んでいる。 

（１）東京 2020パラリンピック公式ガイドブック

（２）これだけは知っておきたい言葉づかい

（３）999ひきのきょうだい（うごくえほん）

（４）東京 2020オリンピック公式ガイドブック

（５）あなぐまのクリーニングやさん（うごくえほん）

問 題 点 

今後の方針 

利用登録者数が想定以上に伸びていることから、年度内に購入予定

の電子書籍の手続きを早急に進め、蔵書数の拡大に努めていく。 
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